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区のイベント、手続き等の案内は、お問い合わせコールあだちへ(毎日・午前8時～午後7時) 　3880-0039 　3880-0041

毎月10日・25日発行(1 月 は1 日・25日)
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今号の

主な内容

2
～
5
面

裁判員制度に伴い一時預かりを無料

…3 面/ 産科医療補助制度の創設と

出産育児一時金の引き上げ…5 面

6
・
7
面

職員の給与・定員管 理な どの公表、職

員の 定員適 正化計 画の戮 儘目 標と廸lil

状況/20 年度「足立ブ ランド」決定

8
～
1
1
面

パブリックコメント…8 面/秋の餞 ・棘 受章者、催

し物…囑/ 輝けあだち人( 滝口勁 さん)、鴎Q&A(

何かを「始めたい」「やめたい」方へ) …11面

1
2 面

「あだち 子ども ものづく
リフェスタ」、「全国中学生創
造ものづくリ教育フェア」

年末は 家族で 地震対策を

問い合わせ先= 災害対策係 　3880-5836

今
年
も
残
り
わ
ず
か
で
す
。
新
年
を
「
安
全
」
に
、
「
安
心
」

し
て
迎
え
る
た
め
に
は
、
家
庭
で
の
地
震
対
策
が
大
切
で
す
。

今
回
は
、
安
全
・
安
心
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
大
掃
除
と
合
わ
せ
て
、
家
の
中
を
点
検
す
る
な
ど
、
家

族
で
地
震
対
策
を
し
ま
し
ょ
う
。

わが 家 の

安 全・安心

チェック

そ の 1

家
の
中
を

点
検
・
確
認
し
ま
し
ょ
う

家
具
な
ど
の
転
倒
防
止
対
策
は

済
ん
で
い
ま
す
か
?

固
定
さ
れ

て
い
な
い
ダ
ン
ス
や
食
器
棚
と
い

っ
た
大
き
な
家
具
は
、
転
倒
す
る

と
危
険
な
だ
け
で
な
く
、
外
へ
逃

げ
る
と
き
の
障
害
に
な
り
ま
す
。

ま
ず
、
大
き
な
家
具
は
、
市
販

の
転
倒
防
止
グ
ッ
ズ
な
ど
で
、
転

倒
し
な
い
よ
う
に
天
井
や
壁
に
固

定
し
ま
し
ょ
う
。
も
し
、
一
度
に

無
理
な
場
合
は
、
危
険
性
の
高
い

と
こ
ろ
か
ら
始
め
て
く
だ
さ
い
。

ま
ず
は
、
よ
く
使
う
部
屋
や
場
所

か
ら
見
回
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
「
わ
が
家
の
安
全
確
認
リ
ス

ト
」
を
確
認
し
、
身
の
回
り
で
す

ぐ
に
で
き
る
地
震
対
策
を
し
ま
し

ょ
う
。

もし 、点検が

不十分だ
っ たら !!

▲16年に発生した新潟中越地震での室内の様子。転倒
防止対策が不十分だったため、家具が倒れこんでいる

わ
が
家
の
安
全
確
認
リ
ス
ト

チェ ック

▲既に転倒防止をしている場合

は、その固定部分が緩んでいな
いか確認しましょう

チェック

▲ガラス窓が割れ、破片でけがを

しないよう飛散防止のシートを
貼りましょう

チェ ック

▲長時間いる寝室に、家具を置く
のはできるだけやめましょう

チェック

▲窓際やベランダの手すりなど、
落下しやすいところに植木鉢を
置くのはやめましょう

チェック

電
子
レ
ン
ジ
な
ど
重
い
も
の
で
も

ず
り
落
ち
る
場
合
が
あ
る
の
で
、

す
べ
り
止
め
を
敷
か
ず
に
置
く
の

は
や
め
ま
し
よ
う

チェ ック

タ
ン
ス
な
ど
の
上
に
重
い
も
の
を

乗
せ
て
い
る
場
合
は
、
落
下
す
る

と
危
険
な
の
で
や
め
ま
し
ょ
う

新しいあだち防災マップを区内全世帯にお届けしました

12月下旬に、「あだち防災マップ」を配布し ましたO まだ届

いていない方は、お問い合わせくださいO 自宅からどの広域

避難場所や第一次避難所に避難すればよいかが確認できます

ので、いつでも取り出せる場所に大切に保管してください。

わ
が
家
の
安
全
・

安
心
チ

ェ
ッ
ク

は
、
2

面

に

続

き
ま
す

葦

立

ち

顔
と
名
前
の
一
致
す
る
管
理
職

も
わ
ず
か
、
も
ち
ろ
ん
囗
を
き
い

た
こ
と
も
な
い
職
員
が
多
数
の
組

織
に
飛
び
込
ん
で
1
年
半
が
経
過

し
ま
し
た
。
こ
の
間
、
役
所
の
決

ま
り
ご
と
に
正
直
と
ま
ど
う
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
ん
な

私
に
職
員
の
側
も
同
様
に
と
ま
ど

っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
◆
就
任
直

後
に
は
次
々
と
問
題
が
噴
出
し
、

そ
の
対
応
に
追
わ
れ
ま
し
た
が
、

困
難
な
ハ
ー
ド
ル
を
共
に
乗
り
越

え
て
行
く
過
程
の
中
で
、
様
々
な

感
情
を
共
有
し
て
こ
そ
、
人
間
の

関
係
は
醸
成
し
て
い
く
も
の
だ

と
、
改
め
て
今
実
感
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
◆
「
滞
る
水
は
腐
る
」

よ
う
に
、
進
化
し
な
い
自
治
体
も

世
の
中
か
ら
取
り
残
さ
れ
か
ね
ま

せ
ん
。
多
様
化
す
る
区
民
ニ
ー
ズ

に
的
確
に
応
え
、
地
域
社
会
の
発

展
を
引
き
出
せ
る
組
織
で
あ
る
た

め
に
、
変
化
に
時
と
し
て
伴
う
痛

み
を
恐
れ
ず
歩
ん
で
き
た
の
が
当

区
の
歴
史
と
考
え
ま
す
。
先
人
の

美
風
を
継
承
し
つ
つ
、
一
方
で
暖

か
い
家
庭
的
な
雰
囲
気
を
大
切

に
、
区
政
運
営
に
力
を
尽
く
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
◆
本
年
お

寄
せ
い
た
だ
い
た
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
協
力
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
と
共
に
、
新
年
の
ご
多
幸

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

足
立
区
長
　
近
藤

や
よ
い

▲区長を囲んで、意見交
換をした管理職昇進研
修の様子

東京都24時間医療機関案内「ひまわり」 　5272-0303
※医療機関・診療時間などの情報をいつでもお知らせしています。

(HP)http://www.himawari.metro.tokyo.jp/

(携帯)http://www.himawari.metro.tokyo.jp/kt/
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1 面からの
続き

問い合わせ先= 災害対策係
3880-5836

わが家の

安全・安心
チ ェ ック

そ

の

2

家族で非常時の

行動を話し合いましょう

地震が発生したときに、一人ひとりが落ち着い

て行動することで、その被害を小さく抑えること

ができますO

家族が集まりやすいこの時期に、地震が起こっ

たことを想定して、次のことについて話し合いま

し ょう。

【>非常時の役割分担を決めましょう

E>家の中での安全な場所を確認しましょう

に>避難先( 一時集合場所・広域避難場所・第一次

避難所) がどこにあるのか確認しましょう

[>避難先までの経路を実際に歩き、より安全な道

を覚えておきましょう

E>連絡方法を家族で決めておきましょう

▲一時集合場所
の印。公園な
どに設置

家族との連絡手段

災 害 用 伝 言

ダ イヤ ル「171 」

災害時に家族の安否確認

のため、録音や再生ができ

る声の伝言板で可。音声ガ
イダンスに従って伝言の録

音・再生してください。

伝言の録音

①171をダイヤル

②1 をダイヤル

③自宅の電話番号

を市外局番から

ダイヤル

④メッセージを入

れる

伝言の 再生

①171をダイヤル

②2 をダイヤル

③自宅の電話番号

を市外局番から

ダイヤル

④メッセージを聞

く

※一部の電話や携帯電話などでは使用できない場合あり

わが家の

安全・安心
チェック

そ
の

3

非常持ち出し袋や家庭備蓄品を
用意しましょう
※「あだち防災マップ」(1 面参照) にくわしく掲載しています。

□非常持ち出し袋の用意を

災害発生後に自宅の倒壊や火災の危険がある場合に、すばやく

避難できるように、この機会に非常持ち出し袋を用意しましょう。

また、既に用意のある家庭では、使用期限が切れていないか、足

りないものはないかを確認しましょうO

□家庭備蓄品は最低限3 日分

自宅に倒壊や火災の危険がない場合には、基本的にはそのまま

自宅で生活を送ることになります。ただし、水道やガスなどのラ

イフラインが停止することが考えられるため、少なくとも3 日分

の水と食糧を確保しておきましょうO なお、水は1 人1 日3 忿が

必要とされています。年末の買い物の際、一緒に家庭備蓄品も用

意しましょうO

非常持ち出し品の一例

非常持ち出し袋

食糧品

水 非常食

衛生品など

マスク
トイレットペーパー

タオル 軍手

救急医薬品

救急用品

道具類

懐中電灯
携帯ラジオ

ひも・シートなど

缶切り スプーン・フォーク

区

上
記
マ
ー
ク
が
あ

る
申
し
込
み
は
、

右
の
例
を
参
照

【郵送申し込み記入例】

切
手 〒120-8510

足立区役所

○○係

(○○は申し込み係名など)

区 の ホ ー ム ペ ー ジ ア ド レ ス は

http://www.city.adachi.tokyo.jp/

凡

例

申込…申し込み方法
期限…申込期限
場・申・問先…場所・申込先・問い
合わせ先

(HP)・・・ホームページアドレス

・・・Eメールアドレス
※費用の記載がないものは無料

子
育
て
・
教
育

21
年
度
学
童
保
育
室

入
室
児
童
を
募
集
中

対
象
=
2
1年
4
月
か
ら
放
課
後
の

保
育
を
必
要
と
す
る
小
学
1
～
3

年
生

申
込
=
希
望
す
る
学
童
保

育
室
に
申
請
書
類
を
提
出

※
申

請
書
類
は
学
童
保
育
室
で
配
布
中

募
集
期
限
=
2
1年
1
月
6
日
㈹
、

午
後
5
時

※
く
わ
し
く
は
区
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問

先
=
学
童
保
育
係

(
3
8
8
0
)
5
8
6
Q
り

(親)
医

療
証
の
発

送

(親)
医
療
証
(
ひ
と
り
親
家
庭
等

医

療

費

助

成

制

度
医

療

証
)

受

給

者

で

、
2
0
年

度

の

現

況

届

が
受

給

要

件
に

当

て

は

ま

る

方

に

、
2
1
年
1

月

か

ら

使

用

す

る

新

し

い

参

医

療

証

を
1
9一
月
2
6
日

に

発

送
し

ま

す

。

ま

た

、
受

給

資

格

が

消

滅

し

た

方

に

は

、
消

滅

通

知

を

発

送

し

ま

す

。

※
1
9
年

度

に

所

得

制

限

な

ど
で

受

給

資

格

が

な

か

っ

た

方

で

、
2
0
年

度

は

受

給

要

件

に

当
て

は

ま

る

と

思

わ

れ

る

方

は

お

問

い

合

わ

せ

く

だ

さ

い

。

問

先
=

家

庭

支

援

係
(
3
8
8
0
)
5
8
8
Q

り

ふ
れ
あ
い
キ
ッ
ズ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル

日
時
=
2
1年
1

月
1
8日
向
、
午
後
1

時
～
3

時
3
0分

場
所
=

区
役

所
1

階
区
民
ロ
ビ
ー
、
区
役
所
庁

舎
ホ
ー
ル

対
象
=

就
学
前
の
子

ど
も
と
そ
の
保
護
者

内
容
=

乳

児
コ
ー
ナ

ー
(

ボ
ー
ル
プ
ー
ル
、

手
作
り
お
も
ち
ゃ
な
ど
)
/

幼
児

コ
ー
ナ
ー
(

虫
釣
り
な
ど
)
/

シ

ア
タ
ー
コ

ー
ナ
ー
(

劇
、
ダ
ン
ス

な
ど
)
/

区
・
保
育
士
、
看
護
師
、

栄
養
士
に
よ
る
育
児
相
談
な
ど

申
込
=

不
要

※
当
日
直
接
会
場

へ

問
先
=

花
畑
保
育
園

(
3
8
8
4
)
4
5
0
1

保
育
指
導
担
当

(
3
8
8
0
)
5
3
9

」
O

21年1 月の献血
受け付け時に、運転免許証や保険証なご、本

人確認ができるものを提示してください。

健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
2
1年
1
月
の
予
定

※麻しん( はしか) の抗体価検査を、有料で健康相談日に行っています。くわしくは各保健総合センターにお問い合わせください。
※障害者のための保健相談は、次回は2 月です。3 月は行いません。

「交通安全スローガン　～やさしさが 走る　この街　この道路～」　《交通安全係》
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区

上
記
マ
ー
ク
が
あ
る
申
し
込
み
は
、
2
面
右
中
の
記
入
例
参
照

21

年
1
月
の
土
曜
予

防
接
種
外
来

日
時
=
2
1年
1

月
1
7日
出
、
午
後
3

時
～
5

時

※
受
け
付
け
は
午

後
4

時
3
0分
ま
で

対
象
=
B
C
G

、
ポ
リ
オ
を
除
く
各
予
防
接
種

の
法
定
年
齢
内
の
子
ど
も

※
麻

し
ん
に
つ
い
て
は
M
R

ワ
ク
チ
ン

で
の
接
種
と
な
る
場
合
あ
り
。
当

日
は
予
防
接
種
の
相
談
も
可

申

込
=

母
子
健
康
手
帳
、
予
防
接
種

予
診
票
を
持
参
の
上
、
保
護
者
同

伴
で
当
日
直
接
会
場
へ

場
・
問

先
=

足
立
区
医
師
会
館
(

中
央
本

町
3
-
4
-
4

。
当
日
、
午
後
3

時
～
5

時
の
み
)

(
3
8
8
0
)
1
8
6
(
n
v

問
先
=

区
・
健
康
推
進
係

(
3
8
8
0
)
5
8
9

り乙

健

康
・
衛

生

講
演
会
「
ダ
ウ
ン
症
の
最

新
の
医
療
・
教
育
・
療
育
」

日
時
=
2
1年
1
月
1
4日
團
、
午
後
2

時
～
4
時

対
象
=
ダ
ウ
ン
症

の
子
ど
も
の
い
る
家
族

講
師
=

飯
沼
和
三
氏
(

愛
児
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長
)

定
員
=
4
0
人
(
1
2
月
2
6

日
か
ら
先
着
順
)

申
込
=

電
話

場
・
申
・
問
先
=

竹
の
塚
保
健
総

合
セ
ン
タ
ー
地
域
保
健
係

(
3
8
5
5
)
5
0
8

《
7』

「
健
康
あ
だ
ち
2
1」
受

動
喫
煙
防
止
標
語
コ
ン

ク
ー
ル
入
賞
作
品
決
定

区
内
の
都
立
高
校
へ
通
う
生
徒

を
対
象
に
、
喫
煙
防
止
や
未
成
年

喫
煙
防
止
だ
け
で
は
な
く
「
受
動

喫
煙
防
止
」
に
関
す
る
標
語
を
募

集
し
ま
し
た
。
応
募
作
品
4
3
9
作
品

の
中
か
ら
、
6

作
品
が
入
賞
し
ま

し
た
。

□
入
賞
作
品
(

敬
称
略
)

▽
1

位
・
:「
こ
れ
か
ら
は

吸
わ

な
い

こ

と

が

ス

テ

ー
タ
ス
」

(
都
立
足
立
東
高
校

山
口
薫
)

▽
2

位
…
「
好
奇
心

体
を
こ
わ

す

そ
の
一
本
。」
(
都
立
溯
江
高

校

石
田
美
里
)

▽
3

位
・
:「
考
え
て

あ
な
た
の

煙

ど
こ
へ
い

く
?

」
(
都
立
江

北
高
校

森
本
秋
穂
)

▽
入
賞
:
へ

喫
煙
は

周
り
の
人

を

気
づ
か

っ
て
」
(
都
立
足
立

東
高
校

石
川
亮
太
)

▽
入
賞
…
「
吸
わ
な
い
で

未
来

を
汚
す

そ
の
一
本
」
(
都
立
足

立
東
高
校

佐
藤
祐
輝
)

▽
入
賞
・
:「
そ
の
煙

あ
な
た
以

外
も

吸
っ
て
ま
す
。」
(
都
立
青

井
高
校

安
河
内
健
二
)

-

い
ず
れ
も
I

問
先
=

健
康
づ
く
り
担
当

(
3
8
8
0
)
5
1
2
1

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
注
意

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
は
、

空
気
が
乾
燥
す
る
H
月
ご
ろ
か
ら

始
ま
り
、
翌
年
の
1
月
か
ら
2
月

に
ピ
ー
ク
を
迎
え
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
症
状
は
か

ぜ
と
似
て
い
ま
す
が
、
全
く
違
う

感
染
症
で
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
予
防
の
た
め
に
は
、
次
の
こ
と

を
行
い
、
体
の
抵
抗
力
を
高
め
、

ウ
イ
ル
ス
に
接
触
し
な
い
こ
と
が

大
切
で
す
。
特
に
乳
幼
児
や
高
齢

者
は
肺
炎
な
ど
の
合
併
症
を
起
こ

し
や
す
い
の
で
注
意
が
必
要
で

す
。

▽
十
分
な
睡
眠
や
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
食
事
を
と
る

▽
人
ご
み
を
避
け
、
外
出
す
る
と

き
は
マ
ス
ク
を
す
る

▽
室
温
は
2
0
0
0
前
後
、
湿
度
は
5
0

～
6
0
%程
度
に
保
つ

▽
帰
宅
後
の
手
洗
い
と
う
が
い
を

す
る

▽
予
防
接
種
を
受
け
る

※
高
齢

者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接

種
期
間
は
2
1年
1
月
1
0日
ま

で
。
接
種
さ
れ
て
い
な
い
方
は

早
め
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

問
先
=
健
康
推
進
係

(
3
8
8
0
)
5
8
9
n乙

税
金
・
国
保

長
寿
(
後
期
高
齢
者
)
医

療
制
度
へ
切
り
替
わ
る

方
の
被
扶
養
者
の
方
へ

被

用

者

保

険
(

健

康

保

険

組

合

・

共

済

組

合

な

ど
)

の

被

保

険

者
(

加

入

者

本

人
)

が

長

寿

医

療

制

度

へ

切

り

替

わ

っ

た

場

合

、

そ

の

被

扶

養

た

っ

た
7
5

歳

未

満

の

方

は

、

ほ

か

の

方

の

被

用

者

保

険

の

扶

養

に

入

る

か

、

国

民

健

康

保

険

に

加

入

す

る

必

要

が

あ

り

ま

す

。

国

民

健

康

保

険

に

加

入

す

る

場

合

は

、

被

用

者

保

険

の

資

格

喪

失

証

明

書

と

本

人

確

認

資

料

を

持

っ

て

、

国

民

健

康

保

険

課

資

格

賦

課

係

ま

た

は

区

民

事

務

所

で

手

続

き

を

し

て

く

だ

さ

い

。

手

続

き

方

法

な

ど

く

わ

し

く

は

お

問

い

合

わ

せ

く

だ

さ

い

。

問

先
=

資

格

賦

課

係

　
(
3
8
8
0
)
5
2
4
0

福

祉

生
業
資
金
の
貸
し
付
け

対
象
=
生
活
保
護
を
受
け
て
い

る
、
ま
た
は
受
け
る
可
能
性
が
あ

り
、
一
般
の
金
融
機
関
か
ら
の
融

資
が
困
難
な
個
人
事
業
主
で
、
こ

の
融
資
を
受
け
る
こ
と
で
独
立
の

生
計
が
立
て
ら
れ
、
次
の
す
べ
て

に
当
て
は
ま
る
方
・
:
区
内
に
1
年

以
上
住
ん
で
い
る
/
世
帯
の
生
計

を
立
て
る
住
民
登
録
上
の
世
帯
主

/
事
業
の
新
規
ま
た
は
拡
充
が
目

的
/
世
帯
員
全
員
の
住
民
税
が
非

課
税
/
確
実
な
連
帯
保
証
人
が
1

人
い
る
/
使
途
は
原
則
と
し
て
設

備
資
金
貸
付
額
=
1
世
帯
2
0
0
万

円
以
内
※
予
定
利
率
0
。
4
%
、
据

置
期
間
中
は
無
利
子
返
済
方
法

=
6
ヵ
月
据
え
置
き
後
、
6
0
回
元

金
均
等
償
還
申
込
=
申
込
書
を

持
参
※
申
込
書
は
、
1
2
月
2
5
日

か
ら
福
祉
管
理
課
民
生
係
、
区
民

事
務
所
(
中
央
本
町
区
民
事
務
所

は
除
く
)
、
福
祉
事
務
所
、
勤
労

福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
配
布

受
付
期
間
=
2
1
年
1
月
1
3
日
～
2
3

日

申
・
問
先
=

民
生
係

(
3
8
8
0
)
5
8
7
0

福
祉
は
、
4
面
へ
続
き
ま

す

21年1 月の休日接骨院当番所
骨折や脱きゅう、ねんざ・打撲などの応急施術を当番制

で行っています。 ≪健康推進課≫

※いずれも時間は、午前9時～午後5時

裁判員制度に 伴い
一時預かりを無料

裁判員に選任された、

小学3 年生までの子ども

を持つ親や、要介護者を

介護している方などが、

安心して裁判員制度 に参

加できるように、保育所、

学童保育室、デイサービ

スセンタ ーなどで、無料

で 一 時 預 か り を 行 い ま

す。預かり時間や施設な

ど、くわしくはお問い合

わせく ださ いO 問先=

お問い合わせコールあだ

ち　 　3880-0039

限 度額を超えた医療費が戻ります
～長寿(後期高齢者)医療制度の高額療養費～

後期高齢者医療被保険者証を持

っている方が医療機関にかかり、1
ヵ月間に支払った医療費が自己

負担限度額を超えたときは、高額

療養費を支給しますO

東京都後期高齢者医療広域連合

では、医療機関から提出される診

療報酬明細書( レセプト) を個人

ごとに計算しますO 自己負担限度

額を超えている方には、高額療養

費発生のお知らせと高額療養費支

給申請書を診療月から4 ヵ月以上

後に送付します( 処理により遅れ

る場合あり)。申請書が届いたら、

必要事項を記入してl へ郵送また

は持参してください( 申請書の提

出は初回のみ)O
・ 誕生月における自己負担限度額

の特例

これまで、月の途中で長寿医療

制度に加入した方は、それまで加
入していた医療保険の自己負担限

度額を負担した上で、さらに、長

寿医療制度の自己負担限度額を負

担していましたO

21年1 月施行の特例により、75

歳の誕生月の自己負担限度額はそ

れぞれの制度で半額ずつとなりま

すO

- いずれも 一

申・問先= 高齢医療係

O3880-5874

み
ん
な
で
つ
く
る

健
康
あ
だ
ち
21

家
族
そ
ろ
っ
て
、

子
育
て
を
楽
し
も
う

最
近
は
、
父
親
が
率
先
し
て
子

育
て
す
る
こ
と
も
特
別
な
こ
と
で

は
な
く
な
り
ま
し
た
。

保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、
父

親
が
よ
り
積
極
的
に
子
育
て
に
参

加
で
き
る
き
っ
か
け
に
し
て
も
ら

う
た
め
、
妊
婦
と
そ
の
配
偶
者
を

対
象
に
し
た
両
親
学
級
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
は
、
親
子
の

生
活
リ
ズ
ム
や
、
子
ど
も
の
成
長

に
合
わ
せ
た
育
児
の
方
法
を
伝
え

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
先
輩
の
父

親
・
母
親
か
ら
の
体
験
談
を
聞
い

て
も
ら
っ
た
り
。
父
親
向
け
に
孑

ど
も
の

接
し
方
、
母

親
へ
の

サ

ポ
ー
ト
な
ど
を
知
っ
て
も
ら
っ
た

り
し
て
い
ま
す
。
こ
の
両
親
学
級

に
は
毎
回
多
く
の
方
々
の
参
加
が

あ
り
ま
す
。

ま
た
、
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
の

ほ
か
、
住
区

セ
ン

タ

ー
、
保
育

園
、
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

な
ど
で
も
親
子
で
参
加
で
き
る
堋

を
提
供
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

家
族
全
員

が
参
加
で

き
る
よ
う

に
、
休
日
を
利
用
し
た
催
し
も
増

や
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
父
親
や

祖
父
母
な
ど
が
一
緒
に
参
加
す
る

姿
が
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。

ぜ
ひ
、
家
族
で
子
育
て
の
楽
し

さ
を
分
け
合

っ
て

い
き
ま
し
ょ

う
。

《
健
康
づ
く
り
担
当
y

区役所へは電車やバスを利用してください
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区

上
記
マ
ー
ク
が
あ

る
申
し
込
み
は
、

右
の
例
を
参
照

【 郵送申し込み記入例】

切

手 〒120-8510

足立区役所

○○係

(○○は申し込み係名など)

区のホ ー ムペ ージ アドレ スは

http://www.city.adachi.tokyo.jp/

凡

例

申込…申し込み方法
期限…申込期限
場・申・問先…場所・申込先・問い
合わせ先

HP…ホームページアドレス
…E メールアドレス

※費用の記載がないものは無料

福
祉
は
、
3
面
か
ら
の
続

き
で
す福

祉

ふ
れ
あ
い
遊
湯
う
(

21

年
1
月
～
3
月
)

場
所
等
=

表
1

対
象
=

お
お
む

ね
6
5歳
以
上
で
、
I

人
で
入
浴
で

き
る
方

費
用
=

▽
入
浴
料
…
2
0
0

円

▽
昼
食
代
:
5
0
0円
程
度
(

弁

当

持

参
可
)

申

込
=

電

話

申
・
問
先
=

東
京
高
齢
協
の
ぞ
み

(
3
8
8
6
)
3
2
0
0

区
・
介
護
予
防
係

(
3
8
8
0
)
5
8
8

・
叭り

表1　 ふれあい遊湯う場所等

※いずれも時間は、午前10時～午後2時

人
材
募
集

区
立
保
育
園
の
保
育
士
・
用
務

員

・
栄
養
士
(

非
常
勤
職
員
)

対
象
=

昭
和
1
9年
4

月
2

日
以
降

生
ま
れ
の
方

※
6
5歳
に
達
す
る

年
度
末
で
定
年

勤
務
内
容
等
=

表
2

選
考
=

▽
1

次
:
書

類
審

査
/

作
文
(

用

務
員
の
み
)

▽
2

次
(
1

次
合
格
者
の
み
。
2
1年
2

月
1
3日
窗
を
予
定
)
・
:面
接
/

作
文
(

保
育
士
・
栄
養
士
の
み
)

雇
用
期
間
=
2
1年
4

月
1

日
～
9
9一

年
3

月
3
1日

※
更
新
可

申
込
=

所
定
の
申
込
書
(

自
筆
・
写
真

貼

付
)
を
持
参
ま
た
は
囹
}
‘へ
郵

送

※
申
込
書
は
保
育
課
保
育
管

理
係
、
区
立
保
育
園
で
配
布
。
応

募
書
類
は
返
却
不
可

期
限
=
2
1

年
1
月
2
0日
㈹
必
着

申
・
問
先
=

保
育
管
理
係

(
3
8
8
0
)
5
8
7
n乙

表2　 区立保育園の保育士・用務員・栄養士勤務内容等

※い ずれも、有給休 暇あり、交通費支給( 限度額あり)

学
校
事
務
(
臨
時
職

員

・
登
録
制
)

対
象
=

パ
ソ
コ
ン
操
作
(
W
O
R
D

・
E

廴
C
t
L

な
ど
)

を
合
む

事
務
が
で
き
る
方

内
容
=

区
立

小
・
中
学
校
で
の
事
務
補
助

勤

務
条
件
=

週
5

日

、
2
9時
間
以
内

雇
用
期
間
=
2
1
年
4

月
1

日
～
7

月
2
0日
(
予
定
)

※
更
新
可

報

酬
=

時
給
9
0
0
円

申
込
=

市
販
の

履
歴

書
(
写

真

貼

付
)
、
作
文
「
学

校
と
私
」
(
4
0
0
字
程
度
。
様
式

自

由
)

を
囹

」‘へ
郵
送
ま
た
は
持
参

糸
事
前
登
録
制
。
必
要
と
す
る
学

校
長
が
面
接
の
上
、
採
用

。
応
募

書
類
は
返
却
不
可

期
限
=
2
1年
1

月
2
6日
㈲

申
・
問
先
=

教
職

員
係

(
3
8
8
0
)
5
9
7
n

乙

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
運
用
・
管

理
担
当
員
(
非
常
勤
職
員
)

対
象
=
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
運
用
、

操
作
、
管
理
経
験
者
勤
務
内
容

=
区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
管
理
運

用
、
一
般
事
務
な
ど
勤
務
条
件

=
週
5
日
、
1
日
5
。
5
時
間
程
度

糸
有
給
休
暇
あ
り
雇
用
期
間
=

2
1
年
4
月
1
日
～
9
9
一
年
3
月
3
1
日

糸
更
新
可

報
酬
=

月
額
1
6万
9

千
円

※
交
通
費
別
途
支
給
、
社

会
保
険
あ
り

募
集
人
数
=
1

人

選
考
=

▽
1

次
:
書

類
審
査

▽
2

次
・
:筆
記
試
験
、
面
接
(
1

次

合

格
者
の
み
)

申
込
=

市
販
の

履
歴
書
(
写
真
貼

付
)
、
作
文
「
区

民
に
と
っ
て
使
い
や
す
い
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
と
は
」
(
8
0
0

字
程
度
。
様
式

自
由
。
自
筆
)

を
持
参
(

土
・
日

曜
日
、
祝
日
を
除
く
)
ま
た
は

囹

へ
郵
送

※
応
募
書
類
は
返
却
不

可

期
限
=
2
1
年
1

月
2
7日
㈹
必

着

申
・
問
先
=

広
報
係

(
3
8
8
0
)
5
8
1

」
O

様々 な手続きがパソコンからできます

～電子申請をご利用ください～

「東京電子自治体共同運営サービスポータルサイト」
(HP)https://www.e-tokyo,lg,jp/

都と 都内 区市 町村 は 共同 で、

イ ンタ ーネ ット を 使 って申 請、

届 け出、 講 座へ の申し 込 みなど

が でき る 「東 京電 子 自 治体 共同

運 営 サービ ス ポ ータ ル サ イト 」

(以 下、共 同運営 サイト) を運営

し てい ます。区 で は、 現 在 表3

の手 続きが利 用でき ますO

□電 子申請を 利用 する前に

①共同 運営 サ イト を開 いて くだ

さ い。

②パ ソコ ン の設定 な ど、 事 前 の

準 備 を 「ご利 用手 順」 で 確認

し てくださ い。

③厳格 な本 人 確認 が必要 な 手続

き で は、電 子証 明書 を使 って

署名 を行 い ま す。 個人 の 方は

公 的 個人 認証、 法人 の方 は商

業登記の証明書が必要です。

それぞれ、②の「ご利用手順」

内にある 「ブラウ ザの設定方

法一電子申請サービス一事前

準備」をご覧 の上、必要 に応

じ、電子証明書を取得してく

ださい。

□電子申請の利用の手順

①利用者登録が必要です。共同

運営サイトから「利用者登録」

へ進み、画面の指示に従って

ください。

②利用者登 録終了 後、「電 子申

請」へ進み、「足立区」を選ん

でください。

③希望の手続きを探し、申請書

を 入力し て 申 請し て くだ さ

いO

表3　 区でできる電子申請手続き一覧

不明な点・相談・お問い合わせは

共同運営サイト(https://www.e-tokyo.lg.jp/) から「お問い合わせはこちら」へ

[〉インターネットから問い合わせるには…インターネットお問い合わせへ

[〉コールセンターに問い合わせるには…　0570―05―1090または　5319-2825B5319 ―2814

※共同運営サイト上に、よくあるご質問(FAQ) への掲載もあり

この記事について
区・電子自治体推進担当

3880-5817

自転車とめたら、カギは2 コ 「ワンチャリ・ツーロック」にご協力を　《危機管理課》
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区

上
記
マ
ー
ク
が
あ
る
申
し
込
み
は
、
4
面
右
上
の
記
入
例
参
照

教
育
相
談
員
・
ス
ク
ー
ル
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
(
非
常
勤
職
員
)

□
教
育
相
談
員

対
象
=

次
の
い
ず
れ
か
に
当
て
は

ま
る
方
:
大

学
ま
た
は
大
学
院
に

お
い
て
心
理
学
ま
た
は
関
連
学
科

を
履
修
し
て
卒
業
し
、
か
つ
相
談

関
係
の
職
歴
ま
た
は
実
習
歴
が
あ

る
/

臨
床
心
理
士
有
資
格
者

勤

務
内
容
=

教
育
相
談

勤
務
条
件
=

週
4

日
、
1
日
7

時
間
3
0分
勤

務

※
有
給
休
暇
あ
り

勤
務
地
=

教
育
相
談
セ
ン
タ
ー
(

分
室
含

む
)

募
集
人
数
=

若
干

名

選

考
=

▽
1

次
…
小
論
文
(
2
1
年
1

月
2
3
日

面
)

▽
2

次

…

面

接

(
1
次
合
格
者
の
み

。
2
1年
2

月
9

日
㈲
)

□
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

対
象
=

次
の
い
ず
れ
か
に
当
て
は

ま
る
方
:
大

学
院
に
お
い
て
心
理

学
ま
た
は
関
連
学
科
を
履
修
し
て

卒
業
し
、
か
つ
相
談
関
係
の
職
歴

ま
た
は
実
習
歴
が
あ
る
/

臨
床
心

理
士
有
資
格
者

勤
務
内
容
=
区

立
小
学
校
で
の
児
童
・
保
護
者
か

ら
の

教

育
相
談
、
教

員
へ
の

助

言
・
援
助
な
ど

勤
務
条
件
=

週
4

日
、
1

日
7

時
間
勤
務

※
有

給
休
暇
あ
り

勤
務
地
=

小
学
校
4

校

募
集
人
数
=
1
5人
程
度

選
考
=

▽
1

次
:
小

論
文
(
2
1
年
1

月
2
4日
出
)

▽
2

次
…
面
接

(
1
次
合
格
者
の
み

。
2
1年
2

月
1
2

日
困
)

-

い
ず
れ
も
I

報
酬
=

月
額
2
3万
円

※
交
通
費

別
途
支
給

雇
用
期
間
=
2
1
年
4

月
1

日
～
2
2年
3

月
3
1日

※
更

新
可

申
込
=

市
販
の

履
歴

書

(
履
歴
書
左
上
部
余
白
に
「
教
育

相
談
員
希
望
」
ま
た
は
「
ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
希
望
」
と
赤
字

で

明
記

。
写
真

貼

付
)

を
持

参

(
土
・
日
曜
日

、
祝
日
を
除
く
)

ま
た
は
郵
送

※
応
募
書
類
は
返

却
不
可
。
両
方
と
も
申
し
込
む
場

合
は
、
履
歴
書
余
白
に
希
望
順
位

を
記
入
。
く
わ
し
く
は
区
の

ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
お

問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

期
限
=
2
1

年
1

月
1
5日
田
必
着

申
・

問
先
=

教
育
相
談
セ
ン
タ
ー
教
育

相
談
係

〒
1
2
1
・
0
8
1
3

竹
の

塚
2
-
2
5
-
2
1

(
3
8
5
0
)
8
8
0
1

地域包括支援センター21年1 月の介護教室

※先着順は12月26日から受付開始

※「申込= 」の記載がないものは申し込みは不要。当日直接会場へ

※「場所= 」の記載がないものは、問先の地域包括支援センターへ

産科医療補償制度の創設と
出産育児一時金の引き上げ

21年1 月に産科医療補

償制度が創設されますO
この制度は、分娩時の医

療事故で脳性麻痺となっ

た児童の看護・介護費用

を補償する制度です。原

則としてすべての分娩機

関が加入します。

この損害保険料(3 万

円) が分娩費用に上乗せ

されるため、国民健康保
険加入者の出産育児一時金が引き上げられま

す。21年1 月1 日以降の出産に対する一時金

が現行の35万円から38万円に改定されます。

※加入している分娩機関では、産科医療補償

制度のシンボルマークが院内に掲示されます
ので、確認してください。 問先= 給付係

3880-5241

▲産科医療補償
制度のシンボ
ルマーク

障害別福祉相談(21年1～3月)

日時等= 表4 場所= 竹の塚障害福祉館 対

象= 障害のある方およびその家族 内容= 障

害にかかわる生活体験を持った障害者相談員
による相談 申込= 不要 ※当日直接会場へ

問先= 障害福祉センター自立生活支援室

5681-0132
隰5681-0137

表4　 障害別福祉相談日時等

遠
く
の
親
せ
き
よ
り
、

近
く
の
町
会
・
自
治
会

問
先
=
区
民
課
調
整
係

(
3
8
8
0
)
5
8
5
5

町
会
・
自
治
会
と
は

町
会
・
自
治
会
は
、
各
区
域
内

に
住
む
皆
さ
ん
に
よ
っ
て
自
主
的

に
組
織
さ
れ
た
住
民
組
織
で
す
。

現
在
、
区
内
に
は
4
3
3
の
町
会
・

自
治
会
が
あ
り
、
地
域
に
お
け
る

様
々
な
問
題
解
決
に
取
り
組
む
と

共
に
、
住
民
の
生
活
環
境
の
向
上

を
め
ざ
し
活
動

を
行

っ
て

い
ま

す
。

□
主
な
活
動
内
容

▽
防
犯
・
防
火
防
災
の
た
め
の
活

動
防
犯
・
防
火
防
災
運
動
の
強
化

な
ど
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
安
全
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め
に
、
防

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
や
児
童
・
生
徒
の

登
下
校
時
の
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
全
国
交

通
安
全
運
動
な
ど
に
も
協
力
し
て

い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
大
震
災
な
ど
に
備

え
、
防
災
訓
練
・
避
難
所
運
営
訓

練
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

▽
生
活
環
境
向
上
の
た
め
の
活
動

清
掃
・
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
、
資

源
分
別
回
収
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▽
ふ
れ
合
い
や
交
流
の
た
め
の
活

動
夏
ま
つ
り
・
盆
踊
り
大
会
・
も

ち
つ
き
大
会
な
ど
の
地
域
の
ま
つ

り
、
ラ
ジ
オ
体
操
・
運
動
会
な
ど

の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
、
長
寿
を
祝
う

敬
老
会
や
バ
ス
旅
行
・
世
代
間
交

流
な
ど
の
親
睦
活
動
を
通
じ
て
住

民
同
士
が
ふ
れ
合
い
、
交
流
す
る

場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

▽
福
祉
の
た
め
の
活
動

日
本
赤
十
字
募
金
、
赤
い
羽
根

共
同
募
金
、
歳
末
助
け
合
い
運
動

(
募
金
)

な
ど
、
地
域
の
福
祉
の

た
め
に
協
力
し
て
い
ま
す
。

町
会
・
自
治
会
に
よ
っ
て
活
動

内
容
は
異
な
り
ま
す
。
く
わ
し
く

は
、
地
域
の
町
会
・
自
治
会
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

足
立
区
町
会
・
自
治
会

連
合
会
と
は

足
立
区
町
会
・
自
治
会
連
合
会

は
、
各
町
会
・
自
治
会
の
自
主
性

を
尊
重
し
、
そ
の
健
全
な
発
展
と

町
会
・
自
治
会
相
互
の
連
絡
協
調

を
図
る
こ
と
に
よ
り
区
民
の
福
祉

増
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
足
立
区
町
会
・
自
治
会

連
合
会
で
は
、
各
町
会
・
自
治
会

で
「
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
計
画
」

の
作
成
に
活
用
で
き
る
よ
う
に
。

「
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
計
画
の
作

成
手
引
書
」
の
作
成
を
進
め
て
い

ま
す
。

町
会
・
自
治
会
に
加
入

す
る
と

町
会
・
自
治
会
に
加
入
す
る
こ

と
は
、
そ
の
地
域
に
溶
け
込
む
き

つ
か
け
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
地

域
と
の
交
流
が
増
え
、
近
所
に
ど

ん
な
方
が
住
ん
で
い
る
か
を
把
握

で
き
ま
す
。
そ
し
て
、
様
々
な
訓

練
や
活
動
を
通
し
て
、
日
ご
ろ
の

生
活
は
も
ち
ろ
ん
、
災
害
時
な

ど
、
い
ざ
と
い
う
時
に
安
心
感
が

得
ら
れ
る
と
同
時
に
、
あ
わ
て
ず

行
動
で
き
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
催

し
な
ど
の
楽
し
み
も
あ
り
、
地
域

で
の
生
活
を
よ
り
充
実
さ
せ
る
た

め
に
役
立
ち
ま
す
。

町
会
・
自
治
会
に
加
入
す
る
場

合
は
、
近
所
の
方
や
町
会
・
自
治

会
の
会
長
、
役
員
な
ど
に
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
で
は

新
た
に
町
会
・
自
治
会
を
設
立
で

き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
町
会
・

自
治
会
を
設
立
す
る
場
合
は
、
区

民
課
調
整
係
ま
た
は
地
域
の
区
民

事
務
所
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

区
民
事
務
所
の
連
絡
先
な
ど
は
、

区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

▲町会・自治会の避難所運営訓
練の様子

□電話番号は、よく確認してから掛けてください　各施設と間違えられて電話が掛かり、迷惑をしている区民の方がいます。

電話番号をよく確認の上、掛けてください。また、必ず相手を確認してから用件を話してください。
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職員の給与・定員管理などを公表します

問い合わせ先= 給与係 　3880-5253
区民の皆さんに、職員の給与などの実態

をお知らせします(表1～8)。

□給与の決め方

東京23区で共同設置してい

る特別区人事委員会が、地方

公務員法により、一般家庭の

生計費、国やほかの地方公共

団体職員、民間企業の従業員

の給与実態などを調査し ま

す。特別区人事委員会は、そ
の結果と職員給与とを比較

し、結果を東京23区に勧告し

ます。
この勧告に基づき、区議会

の審議を経て、「職員の給与

に関する条例」によって職員

の給与が決められています。

□職員の勤務条件など

職員の勤務時間は、原則と

して週40時間で、土・日曜日

が休みです( 週休2 日制)O　

保育園や図書館など、土・

日曜 日に開庁し てい る職 場

は、交代で別の日に休んでい

ます。

1 年度に20日の有給休暇の

ほか、慶弔休暇、妊娠・出産休

瑕、育児休業などがあります。

全国の自治体の給与情報などがご覧になれます
総務省が運営するホームページ「地方公共団体給与情報

等公表システム」(http://www.soumu.go.jp/c ・gyousei/j-k_system/index.html)

で、全国の都道府県や区市町村の

給与情報が公表されています。

表1　 人件費の状況 (19年度普通会計決算)

※人件費は、一般職員に支給堰る給与である職員給と、区長や議員などの特

別職に支給豐る給料・報酬・手当のほか、共済費( 社会保険料の事業 主負

担分) なご

※普通会計は、地方公共団体相互間の比 較を可るため、全国『司一基準で集計

した統計上 の会計

表2　 職員給与費の状況 (19年度普通会計決算)

※職員数( 特別職を除く) は、20年3 月31日現在

※職員手当は、扶養手当、地域手当、通勤手当、住居手当なご( 退職手当は

除く)

表3　 職員の初任給の状況 (20年4 月1 日 現在)

表4　 職員の経 験年数別・学歴別平均 給料月額の状況 (20年4 月1 日 現在)

表5　 一般行政職の級別職員数の状況 (20年4 月1 日現在)

※職員数は、区の給与条例に基づく給料表の級区分による
※標準的な職務内容は、それぞれの級に当てはまる代表的な職務

表6　 期 末・勤 勉手当 の状 況 (20年4 月1 日現在)

※支給割合の() 内は再任用職員に係る支給割合

表7　 退職手当の状況 (20年4 月1 日現在)

表8　 特別職の報酬等の状況 (20年4 月1 日現在)

※上記 のほか、区長・副区長には地 域手当( 給料月額の14,5%) を支 給

※退 職手当(1 期の手当額) は、4 月1 日現在の給料月額および支給率に 基

づき、1 期(4 年) 勤め た場合における 退職手当の見込 額

職員の定員適正化計画の数値目標と進捗状況

～16年度から21年度までの6年間で
727人の削減をめざします～

問い合わせ先= 政策担当

3880-5811

定員適正化の目標
定員適正化計画により、3 年度か

ら15年度までに、1,377人の職員定

数を削減しました( 表9) 。

しかし、人口減少が予測される中

で、適切な区民サービスを継続して

提供するためには、さらに定員を削

減する必要があることから、17年9
月に定員適正化指針を改定し、削減

目標を16年度から21年度までの6 年

間で、15年度総職員定数の17%(727

人) と改めまし たO

それを受けて今年度は102人を削

減し、3,653人となりまし た( 表10)。

こうした取り組みの結果、職員一人

あたりに占める区民の数は、23区で

最も多く なっています( 図1) 。な

お、年齢別職員構成の変化は図2 の

とおりです。

今後も、民間委託の活用や、区民

との協働などを積極的に進め、区民

サービスの向上を図りながら、定員

の適正化に努めていきますO

表9　 定員適正化計画の削減目標および削減実績

※削減目 標の() 内 は、削減前の数値(計画 ・指針策定の 前年度の職員定数)に対l る割合

表10　定員適正化の年次別進捗状況( 実績) の概要 (各年4 月1 日現在)

※職員数は条例定数と公社などへの派遣定数の合計

図1　 職員1 人あたりの人口　(23区比較・20年4 月1 日現在)

図2　 年齢別職員構成の状況

20

年度
「足立ブランド」決定!

～区内の魅力ある企業9社を認定～

2年目を迎えた20年度の「足立ブ

ランド」では、区内の企業9 社を新

たに認定しました( 下記参照)。

認定企業は「FC 足立」の一員と

なり、全国に向けて区内産業をア

ビ ールし、「足立ブランド」のさらな

る躍進をめざしますO

問い合わせ先= 工業係
3880-5869

㈲プリントアート(製造)
5647-0306

偏光板アート技術による製品

㈱横引シャッター(製造)
3628-4500

上 吊 式 横 引 き シ ャ ッ タ ー

㈱グレイスエンブ(製造)
3890-6789

先進機械と高感度技術による多様な刺繍製品

沼田光器(製造)
3898-4119

光学レンズやサファイヤガラスの研磨技術

ザオー工業㈱(製造)
3848-2301

精密金型製作・プレス加工・スクリーン印刷まで

の一貫した短納期・高品質・低コスト対応技術

堀田製作所(製造)
3890-8666

身体障害者用踏込み式三輪車製作とその製造技術

㈱よろ ず自 動車(製造)

3898-5537
環境に配慮した水性塗料による板金塗装技術

野村畳店(製造小売)
3849-1171

全国技能グランプリ優勝の本畳製造技術

㈱洋かつらセンタールミアン(製造小売)

3870-0202
低価格・高品質の医療用かつら提供技術

▲20年度に認定された9 社の代表

「足立ブランド」事業
区の誇るべきものづくりの技術をアピールし、産業の活性化と区のイ

メージアップを図ることが目的。学識経験者などによる「足立ブランド

認定選考委員会」によって、製品や技術の信頼性、すごさや匠みさ、独

自性、地域社会や環境に対する貢献度などを指標に選考され、区が「足

立ブランド」として認定

FC 足立
足立ブランド認定企業とその応援団で構成され、

区のイメージアップをめざす業種を超えたチーム

FC　ADACHI

F
C
足
立

ロ
ゴ
マ
ー
ク
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区

上
記
マ
ー
ク
が
あ

る
申
し
込
み
は
、

右
の
例
を
参
照

【 郵送申し込み記入例】

切
手 〒120-8510

足立区役所

○○係

(○○は申し込み係名など)

区 の ホ ー ム ペ ー ジ ア ドレ ス は

http://www.city.adachi.tokyo.jp/

凡

例

申込…申し込み方法
期限…申込期限
場・申・問先…場所・申込先・問い
合わせ先

HP…ホームページアドレス
…E メールアドレス

※費用の記載がないものは無料

休館・休園

□竹の塚地域学習センター

期間=21年8月1日～22年1月31日

※休館期間は大ホールなどの貸出施

設の利用ができませんO 予約する際

は注意してくださいO 問先= 学習

施設管理係 　3880-5467
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)
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癶
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審議会等の公開(21 年1 月分)

傍聴方法なご、くわしくはお問い合わせください。

パブリックコメント(21 年1 月分)

区民 の 方 から 意 見を 募集しま す。く わしく はお 問 い 合 わせく ださい。

宿
泊
施
設
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

□
利
用
案
内

申
し
込
み
方
法
等
=
各
家
庭
に
配

布
し
て
あ
る
「
わ
た
し
の
便
利

帳
」
1
5ペ
ー
ジ
を
参
照

休
館
日

等
=

表
1

宿
泊
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
、

各
施
設
予
約
電
話
へ
(

表
1
)

表1　 施設利用案内

※日光林間学園、鹿沼野外レクリエーションセンターの利用できる日も学校なごが利用するため、空室が少ない

場合や体育館の使用ができない場合あり

※予約の際、区内在住・在勤・在学を連絡。フロントで住所、勤務( 通学) 先のわかる物の提示が必要

※施設・料金については、各提携旅館の予約番号に問い合わせるか、区民事務所・公社窓口で配布しているチラ

シまたは区のホームページを参照

魚沼市

国際雪合戦ツアー
(1 泊2 日)

日 程=21 年2 月7 日(土)・8

日(日) 場所= 新潟県 魚沼 市

(友 好自 治 体) 内 容= 魚

沼 市の催し 「国際雪 合戦」

に 出場する 旅行 定 員=40

人( 抽 選) ※ 観 光 交 流 協

会会員と その家 族を 優先。

ツ アー企画 は越後う おぬ ま

雪物 語実行委員 会、 旅行主

催は旅行会 社O く わし くは

お 問 い 合 わ せ く ださ い。

問先= 観光交 流協会( 観光

交 流課内) 　3880-5853

区内全域での歩行喫煙・ごみのポイ捨て・犬のフンの放置は禁止です!　 地域活動支援係 　3880-5856



2008年( 平成20年)12 月25日 あ だ ち 広 報 第1552 号(9)

区

上
記
マ
ー
ク
が
あ
る
申
し
込
み
は
、
8
面
右
上
の
記
入
例
参
照

若
年
者
向
け

就
労
準
備
セ
ミ
ナ
ー

日
時
=
2
1
年
1
月
2
7
日
㈹
、
午
後

2
時
～
4
時
場
所
=
東
京
芸
術

セ
ン
タ
ー
9
階
対
象
=
就
職
を

め
ざ
し
て
い
る
3
9
歳
以
下
の
方

内
容
=
就
職
関
連
書
籍
の
編
集
を

担
当
し
て
い
る
講
師
に
よ
る
、
就

職
に
向
け
て
の
面
接
や
書
類
の
書

き
方
な
ど
講
師
=
増
澤
吉
和
氏
　

(
㈱
集
英
社
編
集
者
)
定
員
=

2 0
人
(

1 2
月
2
6
日
か
ら
先
着
順
)

※
空
き
が
あ
る
場
合
は
当
日
参
加

も
可
申
込
=
電
話
・
フ
ァ
ク

ス
・
E
メ
ー
ル
で
名
前
、
電
話
番

号
、
「
就
労
準
備
セ
ミ
ナ
ー
」
を
連

絡
申
・
問
先
=
就
労
支
援
係
　
　

(
3
8
8
0
)
5
4
6
《
‥
`
　
　

隰
(
3
8
8
0
)
5
6
0

癶
4り
E
s
y
u
r
o
u
@
c
i
t
y
.
a
d
a
c
h
i
.
t
o
k
y
0

■
j
p

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
の

選
挙
人
名
簿
の
作
成

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
の
選
挙

人
を
確
定
す
る
た
め
、
2
1年
1
月
1

日
を
基
準
日
と
し
て
、
選
挙
人

名
簿
を
作
成
し
ま
す
。
1
2月
1
2日

に
、
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
農
業

従
事
世
帯
へ
登
録
申
請
書
を
送
り

ま
し
た
。
必
要
事
項
を
記
入
し
、

同
封
の
返
信
用
封
筒
で
期
限
内
に

返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

期
限
=
2
1

年
1

月
9

日
廁
必
着

問
先
=

農
業
係

(
3
8
8
0
)
5
8
6

癶
n
y

暮

ら

し

区
営
江
北
駅
西
第
2

自
転
車

駐
車
場
の
定
期
利
用
者
募
集

利

用

開

始

日
=
2
1
年
3

月
1

日

向

場

所
=

江

北
4
-
3
0

先
(

江

北

駅

徒

歩
1

分
)

対

象
=

区

内

お

よ

び

隣

接

地

域

に

在

住

・

在

勤

・

在

学
で

、

通

勤

・
通

学

の

た

め

に

自

転

車

駐

車

場

を
利

用

す

る

方

募

集

数
=
1
0
8台
(

抽

選
)

※

防

犯

登

録

済

み

の

自

転

車

に

限

る

費

用
=

▽

区

内

お
よ

び

隣

接

区

の

方

・
:
2
千
1
0
0円

▽

隣

接

市

の

方
・
:
3

千
1
0
0円

※

い

ず

れ

も

月

額

。

学

生

、

身

体

障

害

者

な

ど

は

割
引

制

度

あ

り

申

込
=

往

復

ハ

ガ

キ

に

住

所

、

氏

名

、

年

齢

、
電

話

番

号

、

勤

務

先

名

・

所

在

地
(

学

生

は

学

校

名

と

学

年
)
、
勤

務

先

電

話
番
号
(

学
生

は
学

校
電
話
番

号
)
、
「
区
営
江
北
駅
西
第
2

自
転

車
駐
車
場
定
期
利
用
希
望
」
を
明

記
し
囹
}
‘へ
郵
送

※
返
信
面
に

住
所
、
氏
名
を
記
入

期
限
=
2
1

年
1

月
3
0日
肺
必
着

※
2

月
中

旬
に
抽
選
結
果
を
郵
送

申
・
問

先
=

自
転
車
係

(
3
8
8
0
)
5
9
1
4

自
転
車
の
盗
難
に
注
意
「
ワ
ン

チ
ャ
リ
・
ツ
ー
ロ
ッ
ク
」

盗
難
さ
れ
た
自
転
車
が
放
置
禁

止
区
域
内
に
乗
り
捨
て
ら
れ
て
、

そ
の
ま
ま
撤
去
さ
れ
る
事
例
が
増

え
て
い
ま
す
。
区
が
推
奨
し
て
い

る
「
ワ

ン
チ
ャ
リ

ー
ツ
ー
ロ
ッ

ク
」
(
自
転
車
に
か
ぎ
を
2
個
つ

け
る
)
を
行
う
な
ど
、
盗
難
防
止

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
撤
去
日
以

前
に
盗
難
届
が
出
さ
れ
て
い
る
場

合
は
、
撤
去
手
数
料
が
免
除
に
な

り
ま
す
。
盗
難
に
遭
っ
た
場
合

は
、
警
察
に
盗
難
届
を
出
し
て
く

だ
さ
い
。

問
先
=
自
転
車
係

(
3
8
8
0
)
5
9
1
4

暮
ら
し
は
、
1
0面
に
続
き

ま
す

ミ
リ
ー

の

エ
コ
ぽ
け
っ
と

最終回

1
人
の
1
0
0
歩
よ
り

1
0
0
人
の
1

歩

み
ん
な
今
ま
で
「
ミ
リ
ー
の
エ

コ
ぼ
け
っ
と
」
を
読
ん
で
く
れ

て
、
ど
う
も
あ
り
が
と
う
。
4
月

か
ら
み
ん
な
と
一
緒
に
地
球
温
暖

化
対
策
に
つ
い
て
考
え
て
き
た
け

ど
、
今
回
で
最
終
回
な
ん
だ
。

省
エ
ネ
や
3
R

、
グ
リ

ー
ン

カ
ー
テ
ン
、
打
ち
水
な
ど
、
い
ろ

い
ろ
な
取
り
組
み
を
紹
介
し
て
き

た
け
ど
、
み
ん
な
に
1

番
覚
え
て

お
い
て
も
ら
い
た
い
こ
と
が
あ
る

ん
だ
。
そ
れ
は
、
地
球
温
暖
化
対

策
は
「
I

人
の
㈲一
歩
よ
り
1
0
0
人
の
I

歩
」
だ
っ
て
こ
と
。
1

人
の
取

り
組
み
は
小
さ
く
て
も
、
た
く
さ

ん
の
大
が
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

が
大
事
な
ん
だ
よ
。
だ
か
ら
、
み

ん
な
も
周
り
の
大
た
ち
に
、
今
ま

で
ミ
リ
ー
が
話
し
て
き
た
こ
と
を

教
え
て
あ
げ
て
ね
。
過
去
の
「
ミ

リ

ー
の
エ
コ
ぼ
け
っ
と
」
は
区
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
見
る
こ
と
が

で
き
る
か
ら
、
今
ま
で
見
逃
し
て

し
ま
っ
た
人
は
探
し
て
み
て
ね
。

「
ミ
リ
ー
の
エ
コ
ぼ
け
っ
と
」

は
今
回
で
終
わ
り
だ
け
ど
、
ミ

リ
ー
は
こ
れ
か
ら
も
み
ん
な
と
一

緒
に
温
暖
化
対
策
を
が
ん
ば
っ
て

い
く
よ
。
地
球
に
や
さ
し
い
ひ
と

の
ま
ち
を
め
ざ
し
て
、
こ
れ
か
ら

も
一
緒
に
が
ん
ば
ろ
う
ね
。

問

先
=
温
暖
化
対
策
課
事
業
推
進
係

(
3
8
8
0
)
5
8
6
0

次
号
か
ら
、
2
1年
3
月
1
5日

に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
す

る
郷
土
博
物
館
の
新
展
示
の
コ

ラ
ム
を
連
載
し
ま
す
。

マルチ

商 法

甘
い
勧
誘
に
ご
注
意
を
問先

消
費

者
セ
ン

タ
ー

(
3
8
8
0
)
5
3
8
5

消
費
生

活
相

談
専
用

(
3
8
8
0
)
5
3
8
0

□
マ
ル
チ
商
法
と
は
?

消
費
者
が
販
売
組
織
の
販
売
員

と
な
り
、「
利
益
が
得
ら
れ
る
」
な

ど
と
い
っ
て
、
友
人
な
ど
を
新
た

に
販
売
員
に
勧
誘
し
、
販
売
組
織

へ
の
加
入
と
、
販
売
商
品
な
ど
の

購
入
契
約
を
さ
せ
る
こ
と
で
手
数

料
を
得
る
と
い
う
販
売
方
法
を
、

通
称
「
マ
ル
チ
商
法
」
と
い
い
ま

す
。
法

律
上

は
「
連
鎖
販

売
取

引
」
と
い
い
、
販
売
組
織
側
は
「
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク
ビ
ジ
ネ
ス
」
と
よ
く

呼
び
ま
す
。

□
マ
ル
チ
商
法
は
違
法
な
の
?

マ
ル
チ
商
法
そ
の
も
の
が
違
法

と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
特
定
商
取
引
法
違
反
に

よ
る
行
政
処
分
を
昨
年
度
全
国
で
1
7

社
が
受
け
て
い
る
こ
と
や
、
区

の
消
費
者
セ
ン
タ
ー
ヘ
、
マ
ル
チ

商
法
に
関
す
る
相
談
が
毎
年
7
0件

前
後
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
注
意

が
必
要
な
商
法
で
す
。

□
消
費
者
セ
ン
タ
ー
ヘ
の
声

消
費
者
セ
ン
タ
ー
が
受
け
る
相

談
者
の
多
く
の
方
は
、
次
の
よ
う

に
語
っ
て
い
ま
す
。

▽
思
う
よ
う
に
販
売
し
た
り
、
加

入
者
を
勧
誘
し
た
り
で
き
な
か

っ
た
。

▽
友
人
や
家
族
な
ど
身
近
な
人
を

勧
誘
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

▽
無
理
な
勧
誘
を
し
て
し
ま
い
人

間
関
係
を
壊
し
て
し
ま
っ
た
。

□
消
費
者
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
ア
ド

バ
イ
ス

だ
れ
で
も
簡
単
に
、
必
ず
も
う

か
る
仕
事
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
お

い
し
い
話
」
ほ
ど
落
と
し
穴
が
あ

る
と
考
え
ま
し
ょ
う
。
も
し
契
約

し
て
し
ま
っ
た
場
合
な
ど
は
、
次

の
よ
う
な
対
応
が
で
き
ま
す
の

で
、
消
費
者
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

▽
契
約
書
を
受
け
取
っ
た
日
を
含

め
て
2
0日
以
内
で
あ
れ
ば
、

ク
ー
リ
ン
グ

ー
オ
フ
(
無
条
件

解
約
)
が
で
き
、
支
払
っ
た
お

金
が
戻
っ
て
き
ま
す
。

▽
受
け
取
っ
た
契
約
書
に
ク
ー
リ

ン
グ

ー
オ
フ
の
記
載
が
な
い
、

ま
た
は
契
約
書
を
受
け
取
っ
て

い
な
い
場
合
は
、
2
0日
を
過
ぎ

て
も
ク
ー
リ
ン
グ

ー
オ
フ
が
主

張
で
き
ま
す
。

▽
特
定
商
取
引
法
や
消
費
者
契
約

法
上
、
違
反
行
為
が
行
わ
れ
て

い
れ
ば
契
約
の
取
り
消
し
を
主

張
で
き
ま
す
。

▽
ク
ー
リ
ン
グ

ー
オ
フ
期
限
が
過

ぎ
て
い
て
も
、
入
会
し
て
1
年

以
内
で
商
品
が
未
使
用
で
あ
れ

ば
、
少
額
で
中
途
解
約
で
き
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

『定額給 付金 』に関連した

詐欺などに注意!!

最近、新聞やテレビなどで報道され

ている「定額給付金」は、皆さんへの

給付や個人情報の収集などを行う段階

ではありません。また、区市町村や国

などがATM( 現金自動受払機) の操

作をお願いすることや、世帯構成や口

座番号などの個人情報を照会すること

はありません。

今後「定額給付金」に関連した振り

込め詐欺などが発生することが予想さ

れます。少しでも不審な電話などがあ

ったら、警察または消費者センターに

ご連絡ください。 ※「定額給付金」
の給付方法などは、決まり次第、あだ

ち広報などでお知らせする予定です。

問先= 消費者センター 　3880-5385

消費者講座「私のお葬式」

日時=21年1月29日㈲、午後1時30分～

3時30分 場所= エル・ソフィア

対象= 区内在住・在勤・在学の方 内

容= 最近の葬式事情、基礎知識、心構
えなど 講師= 佐伯美智子氏( 財団法

人日本消費者協会職員) 定員=150 人

(12月26日から先着順) 申込= 電話

または窓口 申・問先= 消費者セン

ター 　3880-5385

広 告 雨漏 検 査!!
雨漏りや漏水は大切な家やビ ルの大敵!!

雨漏りや、壁、天井のシミを見つけたら先ずご一 報< ださい。

検査工法特許第1964971 号 浸入箇 所をピンポイントで解明!

株 式 会 社　 サ ー ベ イ　葛飾区青戸6-27-7

TEL　03-5875-6633
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区

上
記
マ
ー
ク
が
あ

る
申
し
込
み
は
、

右
の
例
を
参
照

【 郵送申し込み記入例】

切
手

〒120-8510

足立区役所

○○係

(○○は申し込み係名など)

区 の ホ ー ム ペ ー ジ ア ドレ ス は

http://www.city.adachi.tokyo.jp/

凡

例

申込…申し込み方法
期限…申込期限
場・申・問先…場所・申込先・問い
合わせ先

HP…ホームページアドレス
…E メールアドレス

※費用の記載がないものは無料

暮
ら
し
は
、
9
面
か
ら
の

続
き
で
す

暮

ら

し

年
末
年
始
の
火
災
防
止
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

冬
季
は
、
暖
房
器
具
な
ど
の
使

用
に
よ
る
火
災
が
増
加
し
ま
す
。

区
内
で
も
、
H
月
末
か
ら
1
2月
初

旬
に
か
け
て
火
災
に
よ
る
死
傷
者

が
発
生
し
て
い
ま
す
。
火
の
元
、

火
の
始
末
を
し
っ
か
り
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

問
先
=
危
機
管
理
係

(
3
8
8
0
)
5
8
3
0
0

緑
の
協
力
員
募
集

対
象
=
次
の
す
べ
て
に
当
て
は
ま

る
方
:
2
0
歳
以
上
で
区
内
に
1
年

以
上
居
住
し
て
い
る
/
国
お
よ
び

地
方
公
共
団
体
の
職
員
で
な
い
/

公
職
選
挙
法
に
よ
る
公
職
お
よ
び

議
会
の
同
意
な
ど
を
必
要
と
す
る

職
に
な
い
内
容
=
会
議
へ
の
出

席
(
平
日
昼
間
)
/
区
の
緑
化
事
業

へ
の
協
力
/
身
近
な
緑
の
調
査
・

普
及
啓
発
な
ど
任
期
=
9
1
一
年
4

月
1
日
～
2
3
年
3
月
3
1
日
定
員

=
2
5人
(

選
考
)

申
込
=

ハ

ガ

キ
に
住
所
、氏
名
、
性
別
、
生
年
月

日
、
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
番
号
、
職

業
、
作
文
「
緑
に
つ
い
て
思
う
こ

と
・
し
た
い
こ
と
」
(
1
0
0
字
程
度
)

を
"
U
‘へ
郵
送

期
限
=
2
1
年
1

月
2
6日
消
印
有
効

※
2

月
下
旬

に
事
前
説
明
会
あ
り
。
申
し
込
み

を
し
た
方
に
別
途
連
絡

申
・
問

先
=

み
ど
り
の
ま
ち
づ
く
り
係
　

(
3
8
8
0
)
5
1
8
0
0

あ
だ
ち
広
報
1
月
号
は

1
日

と
25

日
に
発
行

1

日

号

は
1

月
1

日

か

ら
5

日

、
2
5日

号

は
2
3
日

か

ら
2
5
日

に

か

け

て

配

布

し

ま

す

。

期

間

内

に

届

か

な

い

場

合

は

ご

連

絡

く

だ

さ

い

。

問

先
=

▽

配

布

・
:
シ

ル

バ

ー
人

材

セ

ン

タ

ー

(
3
8
5
5
)
3
3
2

《
‥
』

▽

広

報

紙

全

般

…

区

・

広

報

係

(
3
8
8
0
)
5
8
1

」
O

催

し

物

民
俗
文
化
財
見
学
会
「
じ
ん

が
ん
な
わ
に
参
加
し
よ
う
」

日

時
=
2
1
年
1

月
1
9一
日

㈲

、

午

前
9

時

～
H

時

場

所
=

大

乗

院

(
西

保

木

間
2
-
1
4
-
5
)

内

容
=

わ

ら

で

ヘ

ビ
作

り

体

験
/

祭

り

の

説
明
/

お

弥

の

試

食

な

ど

申

込
=

不

要

※

当

日

直

接

会

場

へ

。

先

着
5
0
人

に

解

説

資

料

を
配

布

問

先
=

郷

土

博

物

館

(
3
6
2
0
)
9
3
9
Q

り

新
春
は
し
ご
乗
り

日
時
=
2
1年
1
月
6
日
㈹
、
午
後
o

時
3
0分
ご
ろ
開
始

場
所
=
区

役
所
正
面
中
央
広
場

内
容
=
江

戸
消
防
記
念
会
に
よ
る
は
し
ご
乗

り

申
込
=
不
要

※
当
日
直
接

会
場
へ

問
先
=
総
務
係

(
3
8
8
0
)
5
8
2
1

自
然
観
察
リ
ー
ダ
ー

の
養
成
・
登
録

日
時
等
=
表
1

場
所
=
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
(
学
び
ピ
ア
2
1内
)

対
象
=
区
内
在
住
・
在
学
・
在
勤

の
1
8歳
以
上
の
方

内
容
=
区
の

環
境
学
習
や
啓
発
事
業
に
協
力

し

、

地

域

で

活

躍

す

る

自

然

観

察

リ

ー

ダ

ー

の

養

成
(

受

講

後

、

区

の

自

然

観

察

リ

ー

ダ

ー

に

登

録
)

講

師
=

株

式

会

社

自

然

教

育

研

究

セ

ン

タ

ー

解

説

員

定

員
=
1
0

人

(
選

考
)

申

込
=

郵

送

ま

た

は

フ

ァ

ク

ス

・
E

メ

ー

ル

で

氏

名

、

住

所

、

電

話

番

号

、

年

齢

、

作

文

「

自

然

観

察

リ

ー

ダ

ー

と

し

て

ど

の

よ

う

な

活

動

を

し

て

い

く

か

」

(
4
0
0字

程

度

。

様

式

自

由
)

を

囹
}

‘
へ

提

出

期

限
=
2
1

年
1

月
1
0

日

出

必

着

申

・

問

先
=

自

然

再

生

担

当
(
3
8
8
0
)
5
0
2
n
v
　
　

隰
(
3
8
8
0
)
5
6
2

癶
h
v
E
k
a
n
k
y
o
-
s
h
i
z
e
n
@
c
i
t
y
.
a
d
a
c
h
i
.
t
o
k
y
o
.
j
p

表1　 自然観察リーダーの養成日時等

※いずれも土曜日、午前9時30分～午後4時30分(14　
日のみ午前9時～午後5時、午前はバス見学)

キ
ラ
リ
ン
☆
ス
ペ
シ
ャ
ル

ハ
ー
ト
フ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

日
時
=
2
1年
2
月
1
日
倒
、
午
後
1

時
～
3
時

場
所
=
区
役
所
庁

舎
ホ
ー
ル

内
容
=
障
害
の
有
無

に
か
か
わ
ら
ず
、
共
に
支
え
合
っ

て
生
き
て
い
け
る
地
域
作
り
を
め

ざ
し
て
活
動
し
て
い
る
「
子
ど
も

を
地
域
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
会
キ
ラ

リ
ン
」
な
ど
に
よ
る
演
奏

出
演
=

キ
ラ
リ
ン
☆
お
と
あ
そ
び
太
鼓

/

東

京

藝

術

大

学

卒

業

生
/

長

門

小

学

校

コ

ー

ラ

ス

部

な

ど

定

員
=
4
0
0

人
(

先

着

順
)

申

込
=

不

要

※

当

日

直

接

会

場

へ

問

先
=

子

ど

も

を

地

域

で

サ

ポ

ー

ト

す

る

会

キ

ラ

リ

ン

0
9
0
(
5
4
0
6
)
0
9
4
0
>

隰
0
2
0
(
4
6
6
9
)
8
5
2

《
U
V
M
k
i
r
a
r
i
n
_
a
d
a
c
h
i
@
y
a
h
o
o
.
c

〇

■
j
p

区

・

学

習

推

進

係

(
3
8
8
0
)
5
9
8
7

あ
だ
ち
N
P
O

カ
レ
ッ

ジ
「
身
近
な
エ
コ
か
ら

始
め
る
環
境
N
P
O

」

日
時
=
2
1
年
1
月
1
7
日
出
・
2
4
日

出
、
午
後
3
時
～
5
時
対
象
=

区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

内
容
=

環
境
問
題
に
対
す
る
身
近

な
取
り
組
み
を
事
業
化
す
る
方
法

講
師
=

環
境
問
題
に
取
り
組
む
先

進
事
例
団
体
職
員
/
N
P
O

活
動

支
援
セ
ン
タ
ー
ス
タ
ッ
フ
な
ど

定
員
=
1
5人
(
1
2
月
2
6日
か
ら
先

着
順
)

申
込
=

電
話
・
フ

ァ
ク

ス
・
E

メ
ー
ル
で
住
所
、
氏
名
、

電

話
番
号
、
E

メ

ー
ル
ア

ド
レ

ス
、「
あ
だ
ち
N

カ
レ
環
境
」
を
連

絡

期

限
=
2
1

年
1

月
1
4
日

團

必

着

場

・

申

・

問

先
=
N
P
o

活

動

支

援

セ

ン

タ

ー

(
3
8
4
0
)
2
3
3
1
　
　
　

隰
(
3
8
4
0
)
2
3
3
Q
.
1

E
n
p
o
-
s
c
@
a
d
a
c
h
i
.
n
e
.
j
p

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
催
し

□
2
1年
1

月
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

ク
ラ
ブ

日
時
=
H

日
脚
、
午
前
1
0時
～
1
0

時
2
5分

※
受
付
開
始
は
午
前
9

時
3
0分

内
容
=

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ

ム
で
「
オ
リ
オ
ン
大
星
雲
」
の
話

を
聞

く

定

員
=

堋一
人
(

先

着

順
)

申
込
=

不
要

※
当
日

直

接
会
場
へ

□
1

月
の
星
空
C
D

コ
ン
サ
ー
ト

日
時
等
=

▽
1
0日
…
D
R
E
A
M
S
C
O
M
E
T
R
U
E

▽
1
7

日
・
:
U
N
D
E
R
G
R
A
P
H

▽
2
4日
・
:美
空
ひ
ば
り

▽
3
1

日
・
:
T
H
E
B
E
A
T
L
E
S

※
い
ず
れ
も
土
曜
日
、
午
後
6

時
開
演

内
容
=

プ
ラ
ネ
タ
リ

ウ
ム
の
星
空
の
下
で
C
D

に
よ
る

音
楽
鑑
賞

申
込
=

当
日
午
前
9

時
か
ら
発
売
す
る
チ
ケ
ッ
ト
を
購

入

費
用
=

川一
円
(

小
・
中
学
生

は
1
0
0
円
)

※
未
就
学
児
の
座
席

使
用
は
チ
ケ
ッ
ト
が
必
要
。
中
学

生
以
下
は
保
護
者
同
伴
。
1
0日
・
1
7

日
は
区
民
無
料

-

い
ず
れ
も
I

場
・
問
先
=

こ
ど
も
科
学
館
(

ギ

ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
内
)

(
5
2
4
2
)
8
1
6
1

楽
し
さ
い
っ
ぱ
い
ギ

ャ
ラ
ク

シ
テ

ィ

□
お
は
な
し
会

日
時
=
2
1
年
1

月
1
0日
出
・
1
7日

出
、
午
前
H

時
～
1
1
時
3
0分

内

容
=

絵
本
の
読
み
語
り
や
パ
ネ
ル

シ
ア
タ
ー

□
ゆ
め
広
場

日
時
等
=

▽
2
1年
1

月
1
0日
中
:

ブ
ー
メ
ラ
ン
作
り

▽
1
7日
出
・
:

か
る
た
遊
び
、
人
間
す
ご
ろ
く

※
い
ず
れ
も
午
後
2

時
～
4

時
。

入
退
場
自
由

対
象
=

中
学
生
以

下

※
小
学
3

年
生
以
下
は
保
護

者
同
伴-

い
ず
れ
も
I

申
込
=

不
要

※
当
日
直
接
会
場

へ

場
・
問

先
=

青
少

年
セ

ン

タ
ー
管
理
調
整
係

(
5
2
4
2
)
8
1
6

リ乙

秋の叙勲・褒章受章者

区では12月22日に受章者を招

き、永年にわたる社会への功労

に対して感謝の意を表し、今回

の受章を祝いました。

□叙勲受章者( 敬称略)

[>瑞宝小綬章…大前繁樹、利根

政吉[> 旭日双光章…関口宇一[>

瑞宝双光章…五十嵐久雄、榎

本正、高橋榮治、野鄙庄之助

[>瑞宝単光章…加藤正美、杉谷

健一、成川文雄、橋本好、堀井

藤吉、渡邉直美

□褒章受章者( 敬称略)

[>紅綬褒章…亀井英紀

- いずれも 一

問先= 総務係 　3880-5822

あ
だ
ち
の

ま
ち

づ

く
り

～
北
千
住
駅
東
口
周
辺
地
区

ま
ち
づ
く
り
～

北
千
住
駅
東
口
周
辺
地
区
は
、

活
気
あ
る
駅
前
商
店
街
と
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
盛
ん
な
住
宅
街
で

構
成
さ
れ
た
下
町
情
緒
あ
ふ
れ
る

ま
ち
で
す
。
し
か
し
、
災
害
発
生

時
の
避
難
路
と
な
る
都
市
計
画
道

路
の
整
備
が
進
ん
で
い
な
い
こ
と

な
ど
か
ら
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
を
行
う
こ
と
が
急
務
と
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
都
市
計
画

道
路
は
駅
前
商
店
街
通
り
を
広
げ

る
計
画
で
、
整
備
を
進
め
る
と
現

在
の
活
気
や
に
ぎ
わ
い
が
消
え
て

し
ま
う
恐
れ
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
区
は
、
地
域
の
方
と
よ

り
良
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
計

画
を
検
討
し
て
い
き
ま
し
た
。
駅

前
商
店
街
通
り
を
広
げ
る
計
画
の

見
直
し
を
す
る
代
わ
り
に
、
駅
前

の
大
規
模
敷
地
に
交
通
広
場
と
、

南
北
に
縦
断
す
る
都
市
計
画
道
路

を
整
備
し
、
災
害
時
の
安
全
性
を

高
め
る
と
共
に
、
商
店
街
の
活
気

と
に
ぎ
わ
い
を
守
る
計
画
に
し
ま

し
た
。
加
え
て
2
4年
舂
に
は
、
東

京
電
機
大
学
が
開
校
し
、
研
究
棟

や
教
育
棟
な
ど
の
大
学
機
能
の
ほ

か
、
産
学
連
携
、
地
域
貢
献
施
設

な
ど
が
併
設
さ
れ
、
本
格
的
な
産

業
・
学
校
・
区
に
よ
る
連
携
も
進

め
ら
れ
る
予
定
で
す
。

大
学
敷
地
内
に
は
地
域
の
憩
い

の
場
、
災
害
時
の
防
災
拠
点
の
整

備
も
計
画
さ
れ
、
北
千
住
駅
東
口

周
辺
地
区
は
、
新
し
い
ま
ち
に
生

ま
れ
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。

問

先
=

都
市
計
画
課
管
理
係

(
3
8
8
0
)
5
9
3
n

』
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輝けあだち人

滝口明治さん(東伊興一丁目在住)

「ものづくりは、

自分に誇リがもてる」

問い合わせ先= 広報係 　3880-5815

今
に
も
雄
叫
び
を
あ
げ
そ
う
な

高
さ
約
2
m

の
動
く
恐
竜
(

左
写

真
参
照
)
。
こ

れ
は
、
皆
さ
ん
も

ご
存
じ
の
段
ボ
ー
ル
で
作
ら
れ
た

も
の
で
す
。
今
回
は
、
そ
の
巨
大

な
恐
竜
を
製
作
し
た
、
段
ボ
ー
ル

紙
製
大
型
造
形
作
家
の
滝
口
明
治

さ
ん
(
7
8歳
)

を
紹
介
し
ま
す
。

□
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
か
ら
の
転

身
滝
口

さ
ん

は
、
昭

和
3
4
年
に

「
フ
ク
ち
ゃ
ん
」
で

有
名
な
漫
画

家
、
横
山
隆
一
氏
の
下
で
働
き
始

め
ま
し
た
。
そ
し
て

、
昭
和
4
7年

に
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
と
し
て
独

立
し
、
そ
れ
か
ら
ず
っ
と
区
内
に

住
み
続
け
て
い
ま
す
。
独
立
し
て

数
年
は
絵
本
の
イ
ラ
ス
ト
作
成
を

行
つ
て
い
ま
し
た
が
、
あ
る
転
機

が
訪
れ
ま
す
。
そ
れ
は
、
図
画
工

作
本
の
出
版
依
頼
で
し
た
。

滝
口
さ
ん
は
そ
の
本
の
出
版
に

あ
た
り
、
イ
ラ
ス
ト

は

も
ち
ろ

ん
、
紹
介
す
る
工
作
作
品
の
設
計

や
造
形
ま
で
を
I

人
で
こ
な
し
ま

し
た
。
そ
れ
は
子
ど
も
の
こ
ろ
か

ら
工
作
が
好
き
で
、
趣
味
で
ず
つ

と
続
け
て
い
た
滝
口
さ
ん
だ
か
ら

こ
そ
、
で
き
た
こ
と
で
し
た
。

そ
れ
か
ら
は
、
新
聞
で
工
作
の

コ
ラ
ム
を
連
載
し
始
め
る
な
ど
、

次
第
に
造
形
作
家
と
し
て
知
名
度

を
上
げ
て
い
き
ま
し
た
。

□
段
ボ
ー
ル
と
の
出
会
い

滝
口
さ
ん
の
子
ど
も
の
こ
ろ
の

工
作
と
い
え
ば
、
木
工
だ
っ
た
と

い
い
ま
す
。
し
か
し
、
図
画
工
作

本
の
出
版
当
時
は
、
防
音
設
備
が

不
十
分
な
集
合
住
宅
が
多
く
建
設

さ
れ
、
「
か
な

づ
ち
な
ど
で
大
き

な
音
を
出
す
木
工
を
や
っ
て
い
く

に
は
難
し
い
環
境
に
な
っ
て
き
て

い
る
」
と
悩
ん
で
い
ま
し
た
。
そ

こ
で
思

い
つ
い
た
の

が
段

ボ
ー

ル

。
実
際
に
工
作
を
し
て
み
る
と

騒
音
が
少
な
い
だ
け
で
は
な
く
、

カ
ッ
タ
ー
ナ
イ
フ
な
ど
で
も
簡
単

に
工
作
で
き
る
こ
と
か
ら
、
木
で

は
な
く
段
ボ
ー
ル
を
使
用
す
る
こ

と
が
多
く
な
っ
て
い
っ
た
と
い
い

ま
す
。

□
も
の
づ
く
り
の
魅
力

そ
ん
な
中
、
昭
和
5
8年
の
「
高

崎
線
開
業
㈲一
周
年
」
の
記
念
イ
ベ

ン
ト
で
、
「
大
き
な
作
品
を
作
っ

て
ほ
し
い
」
と
依
頼
さ
れ
た
の
が

き
っ
か
け
て
、
全
長
約
4
m

に
も

な
る
、
動
く
列
車
を
段
ボ
ー
ル
で

作
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
し
て
、
そ

の
作
品
の
完
成
度
の
高
さ
が
反
響

を
呼
び
、
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
や

マ
ン
ボ
ウ
な
ど
、
大
型
作
品
の
幅

を
広
げ
て
い
き
ま
し
た
。

も
の

づ

く
り
に
つ
い
て

は
。

「
だ
れ
も
作
っ
た
こ
と
の
な
い
も

の
を
頭
の
中
で
想
像
す
る
。
そ
の

オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
を
大
切
に
し
て

創
造
す
る
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、

自
分
が
作
っ
た
も
の
に
自
信
と
誇

り
が
持
て
る
ん
で
す
。
こ
れ
が
も

の
づ

く
り
の

一
番
の

魅
力
で

す

ね
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

現
代
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
発

達
な
ど
に
よ
り
、
手
に
取
っ
て
触

れ
ら
れ
な
い
も
の
に
価
値
が
見
い

だ
さ
れ
つ
つ
あ
る
一
方
、
日
本
の

文
化
や
産
業
を
支
え
て
き
た
も
の

づ
く
り
の
大
切
さ
は
、
こ
れ
か
ら

も
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
ま

せ
ん
。

区
で
は
、
も
の
づ
く
り
の
大
切

さ
を
伝
え
る
た
め
、「
あ
だ
ち

子
ど
も

も
の
づ
く
り
フ
ェ
ス

タ
」
(
1
2面
参
照
)
を
開
催
し
、

子
ど
も
の
純
粋
な
想
像
力
で
創
ら

れ
た
作
品
や
、
も
の
づ
く
り
の
自

信
と
誇
り
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
滝
口

さ
ん
の
作
品
な
ど
を
展
示
し
ま

す
。
こ
の
機
会
に
、
も
の
づ
く
り

の
魅
力
を
改
め
て
感
じ
て
み
ま
せ

ん
か
?

段
ボ
ー
ル
と
は
思
え
な
い
迫
力

▲ものづくりについて

笑顔で語る滝口さん

▲滝口さんの図画工
作本では、小型作
品を多数紹介

も

っ

と

身

近

に

!

区
政

Q
&

A

来
年
こ
そ
何
か
を
「
始
め

た

い
」「
や

め

た

い
」
方

へ

今
年
や
ろ
う
と
思
っ
て
で
き
な

か
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

「
来
年
こ
そ
は
!

」
と
胸
に
秘
め

て
い
る
思
い
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

今
回
は
、
新
年
か
ら
「
始
め
た
い
」

「
や
め
た
い
」
こ
と
が
あ
る
皆
さ

ん
に
、
区
が
お
手
伝
い
し
て
い
る

こ
と
を
紹
介
し
ま
す
。

Q

趣
味
を
見
つ
け
た
い
け
ど
、

探
し
方
が
わ
か
ら
な
い
。
何

か
色
々
と
体
験
し
た
い
。

A

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
学
習

相
談
窓
口
に
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。
興
味
に
合
わ
せ
、
地
域
で

行
っ
て
い
る
体
験
講
座
・
教
室
・

サ
ー
ク
ル
な
ど
を
案
内
し
て
い
ま

す
。

問
先
=

生
涯

学
習
セ

ン

タ
ー
学
習
相
談
窓
口

(
5
8
1
3
)
3
7
3
0

Q

自
分
に
合
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
を

始
め
た
い
。

A

区
に
は
、
プ
ー
ル
、野
球
場
、

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
体
育
館
(
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
卓
球
)
、
ト

レ

ー
ニ
ン

グ
ル

ー
ム
、
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
な
ど
、
様
々
な
体
育
施
設

が
あ
り
ま
す
。
団
体
利
用
や
個
人

利
用
な
ど
、
施
設
に
よ
り
利
用
方

法
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
利
用
を

希
望
す
る
地
域
体
育
館
ま
た
は
総

合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
ヘ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
(
「
わ
た
し
の

便
利
帳
」
4
0ペ
ー
ジ
を
参
照
)
。

Q

子
育
て
が
少
し
落
ち
着
い
て

き
た
の
で
、
働
い
て
み
た
い
。

A

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
足
立
で
仕
事

の
紹
介
を
し
て
い
ま
す
。
女

性

専
用
窓

口
「
マ

ザ
ー

ズ
コ

ー

ナ
ー
」
に
は
、
ベ
ビ
ー
チ
ェ
ア
や

ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
が
あ
る
の
で
、
子

ど
も
と
一
緒
で
も
安
心
し
て
仕
事

を
探
せ
ま
す
。
ま
た
、
お
お
む
ね
3
0

歳
代
ま
で
の
方
は
、
あ
だ
ち
若

者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
も
利

用
で
き
ま
す
。
履
歴
書
の
書
き
方

や
面
接
の
受
け
方
な
ど
の
相
談
・

指
導
も
行
っ
て
い
ま
す
。

問
先
=

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
足
立

(
3
8
7
0
)
8
6
0
c
x
>

あ
だ
ち
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ

ョ
ン

(
3
8
8
2
)
4
3
0
7

Q

退
職
し
て
、
自
分
の
時
間
が

で
き
た
。
何
か
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
や
っ
て
み
た
い
。

A

ま
ず
は
総
合
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
に
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。
子
ど
も
や
高
齢
者
関
係
な

ど
、
皆
さ
ん
の
関
心
に
合
っ
た
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
紹
介
し
て
い
ま

す
。

問
先
=
総
合
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー

(
3
8
7
0
)
0
0
6
1

Q

何
度
も
失
敗
し
た
け
ど
、
来

年
は
た
ば
こ
を
や
め
た
い
。

A

区
で
は
、
禁
煙
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。
禁
煙
の
た
め
の

講
演
会
や
自
主
グ
ル
ー
プ
も
あ
り

ま
す
の
で
、
ま
ず
は
お
近
く
の
保

健
総
合
セ
ン
タ
ー
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
(
2
面
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
参

照
)
。
ま
た
、
医
療
機
関
で
は
保

険
適
用
に
よ
り
治
療
が
受
け
ら
れ

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
受
診
を
希

望
す
る
場
合
は
、
医
療
機
関
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

この下は広告スペースです。内容については各広告主にお問い合わせください。広告掲載のお問い合わせは、広報課へ 　3880-5815

広報番組
情報キャッチ!!

好きです。あ だ
ち

放送日時=21年1月1日～7EI、午後1時～1時45分内容=新春特番「区内の4つの4年制大学を紹介」

糸区のホームページでは、いろいろな動画がご覧になれます 問い合わせ先= 広報係 　3880-5815

区公式HP で検索してね

情報キャッチ
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開

催 21年1 月24 日(土)・25日(日)
入
場
無
料

未来につ ながる

子ど た ちの力
～子どもたちの「ものづくり」を発表します～
区では「ものづくり」を通して、小・中学生にチームワークの大切さや

自発的に工夫・改善する力を育てています。

今回、小学生の作品展「あだち　子ども　ものづくりフェスタ」と、区内で

初めて行われる「全国中学生創造ものづくり教育フェア」を同時開催します。

問い合わせ先

「あだち　子ども　ものづくリフェス

タ」・・・教育指導室 　3880-5974

「全国中学生創造ものづくり教育フ

ェア」・・・第十一中学校 　3887-8191

も
の
を
創
る
喜
び
を
味
わ
う
こ
と
で
「
も
の

づ
く
リ
」
へ
の
関
心
や
意
欲
が
高
ま
り
ま
す

第1 回あだち　子ども　ものづくりフェスタ
～みよう・つくろう・やってみよう～

時間=　24日…午前10時30分～午後3時30分

25日…午前10時30分～午後2時

場所= 千寿本町小学校

作品 展

区内各 小学 校の児童 が製作し た作品( 各学校10 点 程度)

体験コーナー( 小学生対象)

マイはし作り/ まが玉作り/ ワッペン作り/ 江戸風鈴絵付け体

験/ 紙飛行機作りなど　※数に限りがあるため、すべてのコー

ナーを体験することはできませんO

特別展示

[>都立足立工業高等学校によるロボット相撲や二足歩行ロボッ

ト、エコランカー( 少ない燃料で多くの距離を走行する競技用自

動車)
[>区内在住の段ボール紙製大型造

形作家の滝口明

治氏(11 面輝け

あ だ ち 人 を 参

照)が創作した、

段ボール紙製の

大きな作品

一
足
歩
行
ロ
ボ
ッ
ト

▲小学生が授業などで作って
いる様々な作品 ▲段ボール紙製のイルカ

第9 回全国中学生創造ものづくり教育フェア

～中学校技術・家庭科の成果を競う全国大会～

時間=　24日…午前9時30分～午後6時

25日…午前9時～午後2時30分

場所= シアター1010( 千住ミルディスI 番館内)〈メイン会場〉

生 徒 作 品 コ ン ク ー ル( 技 術 ・ 家 庭 科 作 品 展)

中学校の技術・家庭科の授業で製作した作品、自主製作した作品

めざせ!!　 「木 工の技」 チ ャンピ オン

全国から選抜された生徒が、木材による製作品の加工技術やデ

ザイン・創造性を競う大会 ※世界技能オリンピックで使った木
工台を使用

とっておきのアイデアハーフパンツ

布による製作品の加工技術やデザイン、創

造性を競う大会
パソコン入力コンクール

パソコン入力( タッチタイピング) の技術

を競う大会

体験コーナー・伝統工芸実演

区の地場産業、伝統工芸の展示、販売、実演

広瀬光治ト ークショー(25 日、午前10時)

縫み物で有名な広瀬光治氏によるものづく

りトークショー

場所= 千寿桜堤中学校

創造アイデアロボットコンテスト

部門ごとのロボット競技

※そのほか都立忍岡高等学校( 所在地…台東区浅草橋5-1-　24)
で 「あなたのためのおべんとうコンクール」を開催

※いずれも、くわしくはお問い合わせになるか、全日本中学校技

術・家庭科研究会のホームページ(http://ajgika.ne.jp/) をご

覧くださいo

▲「木工の技」を披露す

る中学生( 昨年の様子)

▲創造アイデアロボッ
トコンテスト( 昨年

の様子)

この下は広告スペースです。内容については各広告主にお問い合わせください。広告掲載のお問い合わせは、広報課へ　　3880-5815

世帯と人口 20年12月1 日現在( 外国人含む)　 世帯数:311,073　 人口:657,921 人( 男:331,429 人, 女:326,492 人) 再生紙を使用

S.A.H　303,710
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